






 

 低出生体重児(以下,LBW と略す)は新生児期の死亡頻度が高いだけでなく,後

に脳性麻痺,てんかん,精神薄弱,視力障害などの永続性の障害を残す危険の大

きいことは古くから指適されていた。しかし,新生児医療の進歩にともない,LBW

の死亡頻度だけでなく,後障害の発生頻度も 1960 年代の後半から著しく低下し

てきたことは昭和 50 年度の厚生省心身障害報告に示したとうりである。 


